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　昭和58年から5ウ．年計画で工事が進められていた羽坂農免農

道が完成し、2月29日竣工式が行われました。

　この農道は、県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整痛事業

により，延長504メートルを2億900万円かけて整備を行ったも

のです。
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農
林
業
振
興
を
柱
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

般
会
計
は
2
4
億
創
万
円
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三
月
定
例
町
議
会
が
十
一
日
に
招
集
、
一
一
十
三
日
ま
で
の

日
程
で
開
か
れ
、
昭
和
六
十
三
年
度
予
算
等
を
提
案
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
の
提
案
説
明
に
先
だ
ち
行
わ
れ
た
町
長
の
所
信
表
明

（
要
旨
）
と
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

重
点
施
策

農
林
業
の
振
興

企
業
の
誘
致

教
育
と
福
祉
の
充
実

財
政
の
健
全
化

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
推
進

一、二
、

三
、

四
、

五
、一、

_
林
業
の
振
興

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の

振
興
に
つ
い
て
は
、
新
農
業
構
造
改

善
事
業
、
畜
産
環
境
整
備
事
業
、
新

林
業
構
造
改
善
事
業
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
制
度
事
業
を
導
入
し
、
生
産
基
盤

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
特
に
、
本
町

施
設
の
改
善
と
教
育
環
境
の
整
備
を

積
極
的
に
推
進
し
、
郷
土
を
愛
す
る

豊
か
な
心
を
持
っ
た
児
童
生
徒
を
育

て
る
こ
と
を
目
標
に
し
、
社
会
教
育

に
お
い
て
も
、
生
涯
教
育
の
観
点
に

た
っ
て
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や

連
帯
意
識
が
大
切
に
さ
れ
る
よ
う
な

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た

障
害
者
、
母
子
家
庭
、
身
よ
り
の
な

い
高
齢
者
な
ど
社
会
的
に
弱
者
と
い

わ
れ
る
人
び
と
の
物
心
両
面
に
わ
た

る
福
祉
の
向
上
を
進
め
ま
す
。

五
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
「
総
合
保
養
地
域
整
備
法
」
の
成

立
に
伴
い
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
全
国

的
に
進
む
な
か
で
、
そ
の
ミ
ニ
版
と

も
い
う
べ
き
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る

さ
と
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
を
県
下
に

先
駆
け
て
本
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
曲
豆
か
な
自
然
を
生

か
し
た
、
観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

地
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

予
算
の
あ
ら
ま
し

　
一
般
会
計
予
算
は
、
二
十
四
億
五

千
二
百
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
て
五

・
五
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
十
一

億
三
千
五
百
六
十
九
万
円
、
（
四
六
・

三
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
県
支

出
金
三
億
五
千
六
百
九
十
六
万
円
（

一
四
・
六
％
）
、
旧
債
二
億
二
百
五

十
万
円
（
八
二
二
％
）
と
な
っ
て
お

り
、
依
存
財
源
は
全
体
の
七
八
・
四

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
に
比
べ
る
と
地
方
交
付
税
、

国
・
県
支
出
金
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・
八

％
、
一
五
・
一
％
伸
ん
で
い
る
も
の

の
、
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
は
三
・

○
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
は
、
町
税
が
二
億
五
千

九
百
七
十
九
万
七
千
円
（
】
○
・
六

％
）
、
繰
越
金
五
千
万
円
（
二
・
○

％
〉
な
ど
、
二
一
・
六
％
と
な
り
、

昨
年
に
比
べ
全
体
で
○
・
五
％
減
っ

＜
改
造
が
行
わ
れ
る

　
　
　
　
福
山
小
学
校

は
林
道
網
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
林
道
網
の
整
備
充
実
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

二
、
企
業
誘
致

　
円
高
の
進
行
と
と
も
に
、
国
外
に

立
地
す
る
企
業
が
急
増
す
る
中
で
、

引
き
続
き
関
係
企
業
の
立
地
に
つ
い

て
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
既
存
立

地
企
業
と
連
け
い
を
深
め
な
が
ら
規

模
の
拡
大
な
ど
に
積
極
的
に
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

三
、
教
育
と
福
祉
の
充
実

　
教
育
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

教
育

四
、
財
政
の
健
全
化

　
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
毎

年
度
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、

効
果
的
な
財
政
運
用
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
特
に
今
年
度
は
、
公

共
施
設
等
整
備
基
金
を
設
置
し
、
財

政
調
整
基
金
と
有
機
的
に
結
合
し
、

将
来
に
お
け
る
特
定
目
的
の
施
設
整

備
に
、
安
定
し
た
財
源
の
確
保
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
性
質
別
で
は
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
が
十
一
億
一
千
二
百
四
十
八
万
四

千
円
（
四
五
・
四
％
V
、
普
通
建
設

事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費
に
八
億

二
千
四
百
二
十
一
万
八
千
円
（
三
四

・
四
％
）
、
物
件
費
な
ど
の
消
費
的

経
費
は
四
億
九
千
五
百
三
万
三
干
円

（
二
〇
・
二
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
目
的
別
で
は
、
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
業
に
つ
い
て
、
六
億
六

干
六
百
三
十
万
九
千
円
、
（
二
七
・
二

％
）
を
投
じ
振
興
を
図
り
ま
す
．
、

　
そ
の
主
な
事
業
は
、
継
続
事
業
と

し
て
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

新
農
業
構
造
改
善
事
業
、
第
三
期
山

村
振
興
農
林
漁
業
対
策
事
業
を
、
新

規
事
業
と
し
て
団
体
営
農
道
整
備
事

、

、
つ

こ“、
つ
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業
、
地
籍
調
査
事
業
な
ど
農
業
関
係

費
と
し
て
四
億
七
千
四
百
八
十
六
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
林
業
構
造
改
善
事
業
、
林

道
開
設
や
作
業
道
開
設
な
ど
林
業
関

係
費
と
し
て
一
億
九
千
九
十
九
万
九

千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
　
道
路
網
整
備
に

　
　
　
　
　
二
億
三
千
万
円

　
道
路
網
整
備
に
、
二
億
三
千
三
百

三
万
円
を
計
上
し
、
大
谷
・
出
口
線

な
ど
の
改
良
・
舗
装
と
、
大
谷
橋
な

ど
の
橋
梁
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

：任

一
一

手

　
牧
水
公
園
に
つ
い
て
も
、
三
千
百

三
十
万
円
を
か
け
て
引
き
続
き
整
備

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
福
瀬
小
の
大
規
模
改
造

　
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

は
福
瀬
小
学
校
の
大
規
模
改
造
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
多
目
的
研
修
施
設
の
整
備

　
県
内
で
は
初
め
て
の
事
業
と
し
て

“
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と
推
進
モ

デ
ル
事
業
”
を
導
入
し
、
宿
泊
可
能

’

＝3

■■

な
多
目
的
研
修
施
設
の
建
設
が
始
ま

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
魅
力
や
特
性
を

一
層
高
め
る
よ
う
な
施
設
や
地
域
の

整
備
を
図
り
、
都
市
等
の
交
流
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
土
庁

が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
施
設
は
、
牧
水
公
園
の
一
角
に
建

設
さ
れ
る
も
の
で
、
当
初
予
算
で
は

用
地
造
成
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳入の財源構成

依

存
地方交付税

（46．3％）

1、135，690

准
㎜

諸収入
（1．5％）

37、340

分担金及び
負担金（L7％）
41，805

z、・

藷簿講
　町税
（10．6％）

259，797轍誌
妨　（78％
　　192，784

財

〆町債
（8．3％

202、500

源

県支出金
（14．6％）

356，960

78，4％

国庫支出金
（5．9％）

144，724

扶助費（3，6％）

　　87，596

＜
多
目
的
研
修
施
設
の
建
設
が
予
定

　
さ
れ
て
い
る
牧
水
公
園
の
一
角

歳出の性質別構成
災害復旧費（0．8％）

20，265

仙

資投 鞠細

粘
、
。

魯
．人件費

（24．5％

601，610

算予別計△互

菰＿
ヤ『

蕊

一　般　会　計 24億5，200万円　　（＋5．5％）

特　別　会　計 11億1，366万3千円（＋7．0％）

国民健康保険事業 4億5，260万円　　（＋8．7％）

老　人　保　健 3億7，326万8千円（＋11．0％）

簡易水道事業 4，998万円　　（一〇．4％）

国民健康保険病院事業 2億3，781万5千円（＋0．1％）

（ ！は対前年比、％

公債費
（17．3％

423，278補助費等
（10，9％）

268，227

＼

櫨
鱗

その他
〔3％）

72，481

20．2％

歳出の目的別構成

農林水産業費
（27．2％）

　666、309

その他
（8．2％）

200，290

民生費
（9．6％）

234、509

瀧
㎜

公債費
（17．3％

423，288

衛生費
（3．5％）

86、127

土木費
（12．2％

300、303

総務費
（10．9％）

268，202

／　　教育費
　　（ll噛1％

＼　　　272，972
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地
域
の
活
糖
化
を

　　

@　

@　

@　

@　

@
め
ぎ
し
て

　　

@　

�
黷
濶
ｵ
鋤
一
一
館
一
運
動
推
進
大
会

　
三
月
十
日
、
町
中
央
公
民
館
に
お

い
て
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
新
ひ

む
か
づ
く
り
運
動
「
【
館
一
運
動
推

進
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
社
会
生
活
が
複
雑

多
様
化
す
る
に
と
も
な
い
、
と
も
す

る
と
地
域
住
民
ど
う
し
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
心
の
ふ
れ
あ
い
が
、

見
失
わ
れ
が
ち
に
な
る
中
で
、
明
る

く
、
豊
か
で
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
よ
り
一
層
充
実
し

た
自
治
公
民
館
活
動
の
展
開
を
図
ろ

う
と
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
各
公
民
館
か
ら
約
七
十

名
が
出
席
し
、
三
地
区
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
事
例
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小林喜久子さん

　
福
瀬
公
民
館
は
小
林
喜
久
子
さ
ん

が
「
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の

た
め
に
」
と
題
し
て
事
例
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　
同
地
区
で
は
、
地
域
の
連
帯
感
を

深
め
る
た
め
に
、

①
家
庭
で
の
あ
い
さ
つ
運
動
・
大
人

　
よ
り
子
供
に
指
導
し
て
い
く
。

②
小
さ
な
親
切
運
動
。

③
愛
の
ひ
と
声
運
動
。

　
の
三
項
目
を
掲
げ
、
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い

る
神
楽
や
、
臼
太
鼓
の
保
存
会
を
充

実
し
な
が
ら
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

黒木重義さん

　
迫
野
内
公
民
館
は
、
館
長
の
黒
木

重
義
さ
ん
が
「
美
し
い
環
境
づ
く
り
」

と
題
し
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
地
区
は
、
美
し
い
環
境
づ
く
り

を
は
じ
め
、
体
力
づ
く
り
、
子
供
と

の
ふ
れ
あ
い
、
挨
拶
運
動
な
ど
十
二

項
目
を
掲
げ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
毎
年
一
月
二
日
に
は
、
駅

伝
大
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ミ

ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
”
区
民

の
ふ
れ
あ
い
”
を
重
点
に
お
い
た
区
民

あ
げ
て
の
行
事
が
盛
大
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
後
に
は
「
農
家
の
嫁
不

足
」
の
問
題
を
と
り
あ
げ
協
力
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

驚1マ
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三浦寿光さん

　
田
野
公
民
館
は
、
三
浦
寿
光
さ
ん

が
コ
美
し
い
環
境
づ
く
り
で
住
み
良

い
田
野
区
し
と
題
し
て
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　
同
地
区
は
、
現
在
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
国
道
四
四
六
号
線
の
バ
イ

パ
ス
が
東
側
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら

通
勤
・
通
学
が
大
変
便
利
に
な
る
た

め
、
若
者
の
定
着
化
等
に
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。
活
動
の
基
本
に
は
、

①
沿
道
美
化
運
動
。

②
河
川
を
清
い
流
れ
に
し
よ
う
。

③
明
る
い
家
庭
づ
く
り
。

　
の
三
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
沿
道
美
化
に
つ
い
て
は
、
区
の
花

「
あ
じ
さ
い
」
を
選
定
し
、
各
家
庭

で
十
干
以
上
育
て
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　
河
川
に
つ
い
て
は
、
椎
谷
川
の
河

川
改
修
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
よ

し
草
切
り
や
、
家
庭
雑
排
水
、
産
業

廃
棄
物
の
河
川
流
出
の
自
制
を
呼
び

か
け
、
子
供
達
が
安
心
し
て
泳
ぐ
こ

と
の
で
き
る
よ
う
に
と
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
毎
月
第
三
日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」

と
定
め
、
家
族
み
ん
な
で
く
つ
ろ
ぎ

明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。》

1
￥
￥
》
一
Y
￥
￥
￥
》
1
￥
￥
》
一
》
1
》
1

国
詰
圏
冒
ず
か

労
働
保
険
は
必
ず

加
入
し
な
け
れ
ば

　
な
り
ま
せ
ん

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
必
ず
労
働
保
険
（
雇

用
保
険
と
労
災
保
険
の
総
称
）
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の

か
た
は
、
早
目
に
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
（
雇
用
保
険
制
度
と
は
〉

　
労
働
者
が
失
業
し
た
と
き
に
、
再

就
職
ま
で
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
に
給
付
を
行
う
ほ
か
、
失
業
の
予

防
及
び
雇
用
機
会
の
増
大
、
雇
用
構

造
の
改
善
、
労
働
者
の
能
力
の
開
発

向
上
、
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
の
事
業
を
行
う
な
ど
雇
用
に

関
す
る
総
合
的
機
能
を
有
す
る
制
度

で
す
。

　
（
労
災
保
険
制
度
〉

　
労
働
者
が
業
務
災
害
、
又
は
通
勤

災
害
を
被
っ
た
場
合
に
保
険
給
付
を

行
う
ほ
か
、
社
会
復
帰
、
援
護
、
労

働
条
件
の
確
保
な
ど
の
労
働
福
祉
事

業
を
行
っ
て
労
働
者
の
福
祉
増
進
に

寄
与
す
る
制
度
で
す
。

　
〈
加
入
手
続
は
〉

　
次
の
三
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
事
業
主
自
ら
が
行
う

②
労
働
保
険
事
務
組
合
に
委
託
す
る

　
方
法

③
社
会
保
険
労
務
士
に
依
頼
す
る
方

　
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
〈
保
険
料
の
負
担
は
〉

○
雇
用
保
険
の
保
険
料

　
事
業
主
と
被
保
険
者
の
負
担
割
合

は
次
の
と
お
り
で
す
。

事建　清農
ﾆ聲1繋

　　　1

A嘩
17・5「16・5r14・51

1000　1000 1000

　
保
1
険
1
率

11ilO
9

100011000
！1000

負事
S業
ｦ主

6．5…6．515．5 1負被1担保

F率険

@者
　　I撃nOO　lOOO 1000

o
労
災
保
険
料
の
保
険
料

　
事
業
の
種
類
に
よ
り
保
険
料
率
は

・
平
謡
・
で
分
か
れ
、
全
額
事

業
主
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
日
向
職
業
安
定
所
、

（
容
五
二
一
四
＝
一
＝
）
、
　
又
は
延

岡
労
働
基
準
監
督
署
（
〇
九
八
ニ
ー

三
四
－
三
三
三
】
）

、
つ

こ“、
つ

と報田丁（5）昭和63年4月号

▼70年を迎えた東郷小学校

　東郷・」・学校の創立70周年を祝う記念式典が2月

28日、東郷小学校で行われました。

　当日は、午前中に児童の学習発表会に引き続き、
小学校玄関前に建：立された記念碑の除幕式（写真）

が行われました。

　午後からは、会場を体育館に移して、同校出身
者など約350名が出席して祝賀会が行われ旧交を
温めていました。惑緒

蕪
」轟㌧馬「▼

、
憾
言

噛

▲男女とも寺迫が優勝
　春季ゲートボール大会が、3月16日開催され、男女

26チーム130名が参加して熱戦が繰り広げら矛しました。

　結果、女子は1位一迫Aチーム、2位仲深Bチーム、

3位迫野内・八重原チームが、男子は1位・2位とも

寺迫チームがそれぞれ入賞しました。

　それぞれの優勝チームは、4月22日、北方町で開催

される県体郡予選に出場することになります。

＜“焼きもの“に挑戦

　3月13日、東郷町子ども会主催に

よる創作大会と、スポーツ少年大会

が開催されました。

　午前中の創作大会では、日向市伊

勢ヶ浜陶房の友清国夫さんの指導で、

“焼きもの、に挑戦しました。

　また、午後のスポーツ少年大会で

は、アトラックゲーム（輪投げ）、ボ

クシング、人間ばんばなどの種目に

120人の子供達が参加し、快い汗を流

しました。

7
～
薪
f
華

短
歌

蚕

蚕

輸ド帰 @ r、蚤

．●・9

難～霧
・
で
、

尾
鈴
短
歌
会

石
仏
の
寒
げ
に
在
す
境
内
に
ひ
そ
か

に
赤
し
南
天
の
実
は

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

“あき缶“を

　捨てないでレ
　越表小学校の児童会（12人）

では、あき缶1200個を利用した

「アキカンタワー」を、越表地

区の国道沿柳原橋付近に作りま

した。

　児童会では、毎朝登校時に、

道路沿に捨てられたあき缶回収

を行っていたもので“あき缶を

捨てないで、、と沿道美化を呼び

かけています．

　
一
層
蚕
チ
い
塗
蚕
蚕

丹
後
よ
り
背
負
い
て
来
た
り
と
伝
へ

聞
く
八
草
権
現
に
夫
と
詣
で
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

そ
の
根
元
に
み
な
が
ら
花
の
散
り
敷

け
ば
咲
き
終
り
た
る
山
茶
花
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

ρ
～
声
工
夢
～
づ
～
登
～
ρ
～
づ
～
’
～
φ
f
♂
φ
云
壷
～
．
夢
～
’
～
●
～
ひ
～
炉
～
φ
～
壷
～
量
～
費
～
凋

庭
は
し
の
焼
場
の
あ
た
り
日
だ
ま
り

に
生
え
し
え
め
菜
顧
た
ち
は
じ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
文
雄

病
め
る
身
を
唯
養
い
て
過
す
師
を
見

舞
え
ば
笑
を
返
す
が
悲
し

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄
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、
つ

こ“、
つ

と除町

　
明
治
初
期
の
日
向
地
誌
に
よ
り
ま

す
と
、
中
瀬
は
山
陰
村
の
中
に
あ
り

「
羽
坂
ノ
西
北
坪
谷
川
ヲ
爽
ム
人
家

四
十
五
戸
」
と
あ
る
。
ま
た
、
下
水
流
、

深
谷
は
下
三
ヶ
村
の
中
に
あ
り
、
「
下

津
留
坪
谷
川
ノ
南
涯
ニ
ア
リ
人
家
十

戸
、
深
谷
下
津
留
ノ
西
二
重
シ
坪
谷

川
ノ
南
涯
ニ
ア
リ
人
家
二
十
三
戸
」

と
あ
り
、
明
治
二
十
三
年
町
村
制
施

行
令
後
、
仲
呂
区
と
な
り
現
在
に
至

っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
．
．

　
坪
谷
川
北
側
即
ち
国
道
四
四
六
号

線
に
沿
っ
て
下
仲
瀬
、
上
仲
瀬
、
野

々
崎
と
小
字
あ
り
、
坪
谷
川
南
側
に

赤
松
、
下
水
流
、
深
谷
の
村
が
並
ん

で
い
ま
す
。

　
人
口
は
四
四
五
人
で
区
の
面
積
は

診

二
七
、
二
三
㎞
で
町
内
で
は
四
番
目

に
広
い
区
と
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
日
当
り
の
よ
い
所
で
国
道
沿
い
の

田
ん
ぼ
、
農
免
道
路
沿
い
の
田
ん
ぼ

は
、
皆
ほ
場
整
備
が
な
さ
れ
た
美
田

ば
か
り
で
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の

稲
穂
の
波
は
殊
に
目
に
つ
く
景
色
で

あ
り
ま
す
。

　
坪
谷
川
を
は
さ
ん
で
の
田
園
風
景

は
、
南
に
西
林
の
山
嶽
が
い
か
め
し

く
そ
び
え
、
北
に
楠
盛
塚
の
や
さ
し

い
姿
が
あ
り
、
国
道
を
車
で
走
る
よ

り
、
農
免
道
路
を
ゆ
っ
く
り
と
ド
ラ

イ
ブ
す
る
方
が
眺
望
が
よ
い
．
、

　
私
は
、
坪
谷
方
面
に
用
件
の
あ
る

時
は
つ
と
め
て
農
免
道
路
を
利
用
す

る
．
、
春
の
野
山
の
若
芽
、
秋
の
紅
葉

し
た
山
ど
て
の
景
色
は
と
て
も
よ
い
。

　
特
産
と
し
て
は
茶
園
が
多
く
、
前

川
茶
園
、
荒
砂
茶
園
等
が
あ
り
、
畜

産
業
、
柿
、
栗
の
出
荷
も
か
な
り
あ

る
。
特
に
畜
産
に
お
い
て
優
れ
た
牛

の
市
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
る
。

　
坪
谷
川
は
風
致
の
多
い
と
こ
ろ
で

五
目
渕
、
犬
げ
り
渕
、
ま
わ
り
渕
、

野
々
崎
渕
、
つ
め
た
勲
等
が
あ
り
、

川
の
眺
め
に
一
興
を
あ
た
え
て
く
れ

て
い
る
。

　
仲
深
神
社
に
は
野
々
崎
丹
後
の
御

魂
が
ま
つ
ら
れ
、
西
の
内
川
を
奥
へ

訪
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
楠
盛
塚
は
伝
説
の
小
山
で
昔
は
一

面
が
草
野
原
で
、
小
学
校
時
代
の
遠

足
地
で
、
眺
望
良
く
初
め
て
海
を
見

る
こ
と
が
出
来
、
牧
水
も
母
と
い
っ

し
ょ
に
こ
の
野
に
登
り
わ
ら
び
等
を

と
り
、
海
を
見
て
喜
ん
だ
と
言
う
。

　
西
林
の
山
容
又
良
く
、
甲
斐
善
平

さ
ん
の
歌
に
次
の
名
句
あ
り
、

「
西
林
の
つ
ら
ら
三
度
落
つ
れ
ば
梅

　
咲
く
と
お
し
え
し
祖
父
の
な
つ
か

　
し
き
か
な
」

　
深
谷
に
深
谷
観
音
堂
あ
り
、
ま
た
、

三
河
政
三
さ
ん
家
に
大
阪
相
撲
関
取

の
墓
も
あ
り
是
非
訪
れ
て
ほ
し
い
。

　
下
仲
瀬
甲
斐
民
一
郎
区
長
の
お
世

話
で
、
回
忌
の
神
、
卸
児
宮
跡
を
、

田
の
く
ろ
に
あ
っ
た
も
の
を
、
ほ
場

整
備
も
あ
り
、
犬
げ
り
渕
の
北
ど
て

岸
に
安
置
し
た
。
約
一
畝
以
上
整
地

し
姿
格
好
の
す
ば
ら
し
い
碑
石
を
並

べ
、
渕
を
眼
下
に
し
、
去
る
二
月
の

比
木
神
の
祭
り
は
こ
の
地
で
行
わ
れ
、

八
十
余
人
の
賑
や
か
な
祭
り
で
あ
っ

た
。
毛
木
卸
児
宮
の
名
所
が
一
つ
ふ

え
た
こ
と
に
も
な
る
．
．

　
　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

（入、

野山牧水・
ビ幡×嚇1V恒暫V面》

牧
水
の

　　

@
小
説

古
い
村
㈹

塩
月
儀
市

「
す
る
と
何
か
い
、
月
給
で
い
う
と

ど
の
窺
い
貰
え
る
の
か
い
」

　
自
分
は
窮
し
た
。
ま
さ
か
D
氏
が

何
新
聞
で
二
十
二
円
、
S
氏
が
何
中

学
で
二
十
五
円
貰
っ
て
い
る
と
、
自

分
の
先
輩
の
先
例
を
引
く
わ
け
に
も

行
か
な
か
っ
た
。
自
分
の
黙
っ
て
い

る
の
を
じ
ろ
／
＼
と
見
て
い
て
、

「
せ
め
て
五
十
円
も
取
れ
る
か
い
」

「
え
、
ま
ア
確
か
に
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
ね
…
…
そ
れ
に
何
で
す
．
、
私
は

そ
ん
な
者
に
な
ろ
う
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
す
か
ら
…
…
．
」

「
そ
ん
な
者
っ
て
…
…
で
は
］
体
量

に
」

「
文
字
…
…
純
文
学
を
目
下
研
究
し

て
い
る
の
で
…
…
」

　
と
言
い
か
け
た
が
、
是
に
も
つ
ま

っ
た
。
如
何
に
も
こ
の
髪
の
白
い
人

に
向
っ
て
、
私
は
詩
人
に
な
る
の
で

す
、
小
説
家
に
な
る
の
で
す
、
と
は

言
い
得
な
か
っ
た
。

　
母
も
常
に
不
安
の
眼
を
お
ど
／
＼

さ
せ
て
自
分
の
話
を
さ
い
て
い
だ
が
、

自
分
が
い
よ
／
＼
答
え
に
困
っ
て
来

る
の
を
見
る
と
、

コ
と
に
か
く
何
か
に
な
っ
て
呉
れ
る

の
だ
ろ
う
ね
、
お
前
の
こ
と
だ
か
ら

ま
さ
か
の
こ
と
も
あ
る
ま
い
と
思
っ

て
、
ま
あ
安
心
し
て
待
っ
て
い
る
よ
、

う
ち
も
お
前
、
毎
年
／
＼
斯
ん
な
風

に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
ね
、
お
父
さ
ん

　
　
　
ふ

も
急
に
老
け
た
し
、
今
ま
で
通
り
の

働
き
も
無
く
な
っ
た
し
ね
、
ま
ア
、

ほ
ん
と
う
に
お
前
、
夜
も
昼
も
心
配

の
絶
え
た
と
い
う
こ
と
は
無
ん
だ
か

ら
、
た
．
・
も
う
お
前
一
人
が
頼
み
で

」
イ
．
陰
．
．
．
．
」

　
母
の
愚
痴
は
長
か
っ
た
。
常
に
は

大
の
愚
痴
ぎ
ら
い
の
父
も
そ
の
夜
は

た
．
・
の
言
う
が
ま
ま
に
任
せ
た
．
、
そ

の
間
自
分
は
つ
と
め
て
他
の
こ
と
を

心
に
浮
べ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
い

つ
し
か
い
か
に
も
胸
が
や
る
せ
な
く

な
っ
て
、
冷
い
涙
は
自
然
に
頬
を
伝

っ
て
来
る
。
膝
を
両
で
抱
い
て
、
身

を
反
し
て
開
け
放
し
た
窓
さ
き
の
樹

木
に
日
光
の
流
れ
て
い
る
の
を
拭
き

も
せ
ぬ
眼
で
見
つ
め
て
い
る
と
、
母

も
い
つ
し
か
語
を
止
め
て
い
た
。

　
自
分
の
村
を
出
は
つ
れ
た
と
こ
ろ

に
、
大
き
な
河
が
流
れ
て
い
る
。
此

処
を
渡
舟
で
渡
る
と
、
道
は
や
・
長

い
こ
と
上
り
坂
に
な
っ
て
い
る
．
．
そ

の
坂
の
中
ほ
ど
で
刈
分
は
久
し
ぶ
り

に
伝
造
に
出
会
っ
た
。
黒
い
眼
鏡
を

か
け
て
酷
く
や
つ
れ
て
い
た
け
れ
ど

、
自
分
に
は
す
ぐ
解
っ
た
。
．
一
も
二

に
も
な
く
自
分
は
歩
み
寄
っ
て
言
葉

を
か
け
た
。
彼
は
も
う
誰
だ
か
少
し

も
覚
え
が
な
い
。
見
え
な
い
眼
を
し

き
り
に
働
か
せ
て
見
定
め
よ
う
と
す

る
。　

こ
の
原
稿
は
、
生
前
に
ご
投
稿
い

た
だ
い
て
い
た
も
の
で
す
。

、
つ

こ“、
つ

と報町（7〕昭和63年4月号
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⑳
花
紛
痒

東
郷
病
院
内
科

　
　
長
嶺
伸
彦

　
花
粉
症
と
い
う
病
名
は
、
最
近
よ

く
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
に
て
見
聞
き
す

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
植
物
の
花
粉
を
原
因
物

質
と
し
て
お
こ
る
「
季
節
陛
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
」
で
あ
り
、
し
ば
し
ば

結
膜
炎
、
喘
息
を
合
併
し
ま
す
。

　
原
因
と
な
る
花
粉
に
は
、
代
表
的

な
も
の
と
し
て
早
春
の
ス
ギ
、
初
夏

の
カ
モ
ガ
ヤ
、
初
秋
の
ブ
タ
ク
サ
、

〉嘉
3月下旬4月上旬

3月上旬

、
騒

傷
胡

　
　
／
能

　
　
胸

　
　
胡

中
秋
の
ヨ
モ
ギ
等
が
あ
り
ま
す
。

　
花
粉
症
の
症
状
を
お
こ
す
に
は
充

分
な
量
の
花
粉
の
飛
散
が
必
要
で
、

気
象
条
件
で
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

降
雨
、
高
湿
度
で
減
少
し
、
乾
燥
、

高
温
度
は
飛
散
に
よ
い
条
件
で
す
。

年
齢
的
に
は
二
〇
～
三
〇
歳
で
の
発

症
頻
度
が
高
い
よ
う
で
す
。

　
症
状
と
し
て
は
大
き
く
局
所
症
状

と
全
身
症
状
と
に
分
け
ら
れ
、
前
者

で
は
鼻
症
状
（
く
し
ゃ
み
、
水
様
鼻

汁
、
鼻
閉
）
や
眼
症
状
（
か
ゆ
み
、

流
涙
）
、
さ
ら
に
の
ど
の
痛
み
・
か
ゆ

み
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
後
者
で
は
全

身
倦
怠
、
寒
気
、
熱
感
、
頭
痛
さ
ら

に
は
お
な
か
の
症
状
や
筋
肉
痛
・
関

節
痛
な
ど
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
診
断
に
は
季
節
性
の
症
状
や
各
種

2月中旬

「

犠
鞠

楓
、

　
　
2

　　　　　　　★スギ花粉前線★
スギの開花は緯度、高度による地域差がある。

　　　花粉症の主要な原因植物

の
免
疫
反
応
に
よ
る
検
査
が
あ
り
ま

す
が
、
病
因
植
物
の
花
粉
が
患
者
の

環
境
に
飛
散
し
て
い
る
こ
と
が
前
提

で
す
。

　
症
状
が
「
感
冒
」
に
よ
く
似
る
場

合
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
か
ぜ
」
と

し
て
診
断
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
い

よ
う
で
す
。
経
過
は
花
粉
シ
ー
ズ
ン

ご
と
に
症
状
を
く
り
返
し
ま
す
が
、

免
疫
療
法
、
花
粉
曝
露
を
さ
け
る
生

活
法
の
会
得
、
対
症
療
法
な
ど
で
全

体
的
に
は
軽
減
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
効
果
の
あ
る
薬
が
開

発
さ
れ
、
予
防
効
果
も
期
待
し
う
る

薬
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
当
地
東
郷

町
も
ス
ギ
が
多
く
、
今
後
患
者
さ
ん

が
増
え
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
心

当
り
の
あ
る
方
は
一
度
受
診
さ
れ
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

スギ1スギ科｝ 2－4月 山地に自生、植林

カモガヤ、チガハク’1サ、 4～6月 牧草、緑化工事用、一般

オォァワガェリ（イネ科） にも雑生。他のイネ科植

物との共通抗源性あり
●

ブタクサ、オオプタクサ 8～9月 ブタクサは外来帰化植物

ヨモギ（キク科） て’荒地に、ヨモギは在来

種．で草地に多い，

カナムグラ（クワ科） 9～10月 野原、荒地に群生する。

　一Vフカンバ 5～6月 北海道で多い。

（カバノキ科〉

栽楽している植物

温室イチゴ、 3－4月 栽培従事者に症状がおこ

モモ、リンゴなど　　1 る。

…確

�
　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

計
算
違
い
な
ど
の
た
め
に
、
申
告
書

の
記
載
内
容
に
間
違
い
の
あ
る
こ
と

に
気
付
い
た
人
は
、
正
し
い
申
告
に

訂
正
し
ま
し
ょ
う
。

　
申
告
漏
れ
が
あ
っ
た
り
、
計
算
が

誤
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
実

際
よ
り
も
少
な
く
税
金
を
申
告
し
て

い
た
り
、
還
付
を
受
け
た
金
額
が
多

過
ぎ
た
り
し
た
と
き
は
、
「
修
正
申
告
」

を
し
て
正
し
い
金
額
に
訂
正
し
ま
し

ょ
う
。
こ
の
「
修
正
申
告
」
は
、
税

務
署
か
ら
更
正
を
受
け
る
ま
で
は
い

つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早

く
す
る
方
が
有
利
で
す
．
、

　
ま
た
、
逆
に
申
告
し
た
税
金
が
多

過
ぎ
た
り
、
還
付
を
受
け
た
金
額
が

少
な
過
ぎ
た
こ
と
に
気
付
い
た
と
き

は
、
正
し
い
金
額
に
す
る
た
め
に
「

更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
が
申
告
を
忘
れ
て
い
た

と
き
は
、
申
告
期
限
（
三
月
十
五
日
）

後
で
も
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
を
期
限
後
申
告
と
い
い
、

税
務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
で
は

い
つ
で
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

な
る
べ
く
早
く
す
る
方
が
有
利
で
す
．

　
修
正
申
告
や
更
正
の
請
求
、
期
限

後
申
告
に
つ
い
て
、
お
分
か
り
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最

寄
り
の
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ら
聾
ら
聾
－
聾
◎
も
．
◇
彫
噸
与
◎
；
噸
ら
9
◎
●
ら
専
ら
9
6
●
6
聾
ら
魯
．
6
毒
◎
奄
●
塾
◎
●
．
◎
噸
噸
．
．
■
．
辱
■
．
，
ら
．
噛
◎
も
ら
肇
◎
軽
も
・
ら
し
◎
．
辱
ら
．
．

派
出
所
だ
よ
り

子
供
の

　
交
通
事
故
を
防
ご
う

　
こ
れ
か
ら
行
楽
期
を
迎
え
、
さ
ら

に
気
候
が
温
か
く
な
り
、
子
供
た
ち

の
戸
外
で
の
活
動
が
活
発
に
な
る
こ

と
か
ら
、
交
通
事
故
の
発
生
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
六
百
人
以
上
の
f
供
が
交
通

事
故
の
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
．
、

　
家
庭
で
、
学
校
で
、
地
域
ぐ
る
み

で
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し

よ
う
。

62年中の子供の交通事故
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回
臨奥

回

圃
胤
響

寝
た
き
り
老
人
の

福
祉
充
実
を
目
ざ
し
て

　
入
浴
車

　
　
「
は
る
か
ぜ
号
」
走
る

　
町
報
二
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
、
移
動
入
浴
車
「
は
る
か
ぜ
号
」

が
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

　
次
の
条
件
に
該
当
す
る
寝
た
き
り

老
人
で
入
浴
を
希
望
す
る
方
は
、
役

場
住
民
課
、
ま
た
は
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
所
定
の
申
請
書
に
よ
り
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
V

　
原
則
と
し
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
寝
た
き
り
老
人
と
し
ま
す
。

①
家
族
の
構
成
上
、
家
庭
で
入
浴
の

　
世
話
が
受
け
ら
れ
な
い
者
。

②
入
浴
施
設
の
構
造
上
、
家
庭
で
入

　
浴
の
世
話
が
受
け
ら
れ
な
い
者
。

③
そ
の
他
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で

　
家
庭
で
入
浴
の
世
話
が
受
け
ら
れ

　
な
い
者
。

（
条
　
件
V

　
前
記
の
対
象
者
で
次
の
条
件
を
満

た
す
者
。

①
医
師
か
ら
入
浴
許
可
を
受
け
た
者
。

②
本
人
、
ま
た
は
世
帯
主
が
入
浴
を

　
希
望
す
る
者
。

（
問
い
合
わ
せ
V

　
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
（
含
六
九
一
二
一
一
六
）

ま
で
。

堕
囎
畷
墾
の
申
請
が

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

▽
有
害
鳥
獣
駆
除

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
作
物
等
へ

の
被
害
防
止
の
た
め
に
行
う
有
害
鳥

獣
駆
除
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
知
事
が
許
可
し
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
、
次

の
九
種
類
の
鳥
獣
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
長
が
許
可
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。▽

ノ
ウ
サ
ギ
、
ノ
イ
ヌ
、
ノ
ネ
コ
、

　
ド
バ
ト
、
ス
ズ
メ
、
ニ
ユ
ウ
ナ
イ

　
ス
ズ
メ
、
　
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
、
　
ハ

　
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
、
ミ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス

▽
鳥
獣
飼
養

　
野
生
の
鳥
獣
を
飼
養
す
る
場
合
に

は
、
知
事
の
許
可
を
得
て
飼
養
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
の

四
種
類
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
長
が

許
可
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
メ
ジ
ロ
、
ホ
オ
ジ
ロ
、
マ
ヒ
ワ
、

　
ウ
ソ

▽
許
可
申
請

　
前
述
の
許
可
申
請
は
、

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

役
場
林
政

老
人
家
庭
奉
仕
員

派
遣
に
つ
い
て

　
こ
の
事
業
は
、
身
体
上
ま
た
は
精

神
上
の
障
害
が
あ
っ
て
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
の
あ
る
老
人
の
家
庭

に
対
し
て
、
奉
仕
員
を
家
庭
に
派
遣

し
お
世
話
を
行
う
も
の
で
す
。

▽
派
遣
対
象

　
老
衰
、
心
身
の
障
害
及
び
傷
病
等

の
理
由
に
よ
り
臥
床
し
て
い
る
な
ど

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
者
の
い

る
家
庭
。

▽
派
遣
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

①
食
事
の
世
話
や
身
の
回
り
の
世
話

な
ど
、
家
事
・
介
護
に
関
す
る
こ
と
。

②
相
談
、
助
言
に
関
す
る
こ
と
．

▽
費
用
の
負
担

　
家
庭
の
所
得
に
応
じ
、
派
遣
費
用

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
「
．

▽
問
い
合
わ
せ

　
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
へ
．
、

4
月
の
主
な
行
事

0
4
月
－
日

0
4
月
3
日

0
4
月
6
日

O
　
　
〃

O
　
　
〃

頒
徳
目

戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

東
郷
幼
稚
園
入
園
式

寺
迫
幼
稚
園
入
園
式

坪
谷
保
育
園
入
園
式

0
4
月
7
日

0
4
月
7
日

0
4
月
8
日

0
4
月
9
日

坪
谷
幼
稚
園
入
園
式

帽
野
内
保
育
園
〃

中
学
校
入
学
式

小
学
校
入
学
式

今
月
の
納
税
等

軽
自
動
車
税

　
忌
明
け
と
し
て
、

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
杜
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
羽
坂
の
寺
原
喜
市
さ
ん
か
ら

（
ナ
ヲ
エ
さ
ん
・
7
9
歳
ご
死
去
）

◎
鶴
野
内
の
寺
原
三
郎
さ
ん
か
ら

（
リ
ン
さ
ん
・
8
6
歳
ご
死
去
）

◎
越
表
の
田
中
守
さ
ん
か
ら

（
利
吉
さ
ん
・
8
3
歳
ご
死
去
）

◎
坪
谷
の
稲
田
末
春
さ
ん
か
ら

（
吉
彌
さ
ん
・
8
8
歳
ご
死
去
）

◎
寺
迫
の
黒
木
光
志
さ
ん
か
ら

（
為
重
さ
ん
・
9
3
歳
ご
死
去
V

◎
八
重
原
の
高
山
操
さ
ん
か
ら

（
タ
マ
さ
ん
・
8
8
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
岩
田
マ
リ
子
さ
ん
か
ら

（
保
さ
ん
・
6
1
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
塩
月
ミ
ド
リ
さ
ん
か
ら

（
儀
市
さ
ん
・
9
1
歳
ご
死
去
）

◎
三
瀬
の
直
野
哲
義
さ
ん
か
ら

（
ピ
サ
ヱ
さ
ん
・
m
ω
歳
ご
死
去
）

善
急

・
灯

つ
ぎ
の
か
た
か

轡田田
婁鰐寒

1前

馬態
1繍

1嚢1

（
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
チ
、
と
う

木
美

黒　三　＋

P加．馬…也

　秋
ｴ1原1拓；拓

赤
ち
ゃ
ん
の
名

篇
光

義「 ｳ…文　旨

@志 雄

父
の
名

寺
　
迫

鶴
野
内

寺
迫

住
所

結
婚
お
幸
せ
に

純誠

美郎

都三
農野
町内

鶴
野
内

坪
　
谷

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

直！稲 1田 稲1甲 1岩 寺 寺 r黒

野…田
1　　　　…

�遠c 斐 田 E
原
源

木
氏

ピ
サ

ケ

稿
吉
1 タ ナト 潟 為

名

エ サ 吉 彌 ネ 保 エ ン 重

83 85 83 88 75 61i79 86i93
年

歳3 歳 1歳2歳’歳
　…c
歳1歳 　

歳 歳 齢
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i
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渡
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瀬 野 表 谷 川 瀬 迫 所


	６３年度農林業振興を柱に－一般会計は２４億５，２００万円
	地域の活性化をめざして－新ひむかづくり運動－一館一運動推進大会
	ご存じですか－労働保険は必ず加入しなければなりません
	７0年を迎えた東郷小学校
	男女とも寺迫が優勝
	“焼きもの“に挑戦
	“あき缶“を捨てないで

